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新
町
長
に

川西町全図
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　　診

　　りン，

嚢

　
根
津
前
町
長
の
死
去
に
伴
う
川
西
町

長
選
挙
は
、
七
月
一
二
日
に
告
示
さ
れ
、

立
候
補
の
受
付
が
一
二
日
、
四
日
の
二
日

間
、
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
こ
の
結
果
、
初
日
に
届
け
出
た
前
助

役
の
南
雲
春
雄
氏
以
外
に
は
立
候
補
者

7月の休日救急医

中条病院（中条）
山口医院（袋町）
第二藤巻医院（上野）

　8月上旬の予定

後ほど有線・広報無線放送でお知ら

せします。

17日

24日

31日

7日
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い
…
　
南
雲
町
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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雲
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方
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は
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と
お
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八
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年

修
了

・
昭
和
二
十
年
五
月
満
州
で
兵
役
に
服
す

・
シ
ベ
リ
ア
抑
留
三
年

・
昭
和
二
十
三
年
九
月
千
手
町
役
場
書
記

・
昭
和
三
十
一
年
九
月
町
村
合
併
に
よ
り
川
西
町
役

場
書
記

・
昭
和
四
十
一
年
四
月
産
業
課
長

．
昭
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四
月
総
務
課
長
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昭
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四
十
六
年
十
二
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建
設
課
長

・
昭
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五
十
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二
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企
画
室
長

．
昭
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五
十
七
年
九
月
助
役

・
昭
和
五
十
八
年
七
月
町
長

＊
好
き
な
言
葉

道
は
近
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い
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ど
も
行
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ざ
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至
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事
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な
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い
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ど
も
な
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⇔
三
つ
の
公
約

一
、
情
報
の
公
開

　
広
報
、
座
談
会
（
移
動
役
場
）
等
を
通
じ
て
、
で
き
る
か
ぎ
り
の
情
報
を
公

　
開
し
、
町
政
へ
の
理
解
と
協
力
を
願
う

二
、
移
動
役
場

　
地
域
の
諸
問
題
に
つ
き
、
ひ
ざ
を
交
え
て
話
し
合
い
、
民
意
を
行
政
に
反
映

　
さ
せ
る

三
、
固
定
資
産
税
の
軽
減

　
で
き
る
か
ぎ
り
早
い
期
間
に
標
準
税
率

　
い
町
づ
く
り
に
資
し
た
い

⇔
五
つ
の
政
策

（
一
・
四
％
）
に
軽
減
し
、
住
み
よ

　
長
期
に
わ
た
る
根
津
町
政
の
積
極
政
策
で
、
町
の
行
政
水
準
は
飛
躍
的
に
向

上
し
、
県
下
町
村
水
準
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
基
本
路
線
を
継
承
し
て
、
手
堅
く
誠
実
に
行
政
運
営
を
し
ま
す
。

　
政
策
を
要
約
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
克
雪
対
策
の
強
化
…
…
生
産
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

二
、
産
業
の
振
興
…
…
活
力
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に

三
、
教
育
施
設
の
充
実
…
…
個
性
豊
か
な
人
づ
く
り
の
た
め
に

四
、
生
活
環
境
の
整
備
…
…
健
康
と
安
全
と
快
適
性
を
求
め
て

五
、
行
財
政
の
合
理
化
…
…
限
り
な
い
町
の
発
展
を
祈
り
つ
つ

　
⇔
町
政
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
う
る
お
い
の
あ
る
豊
か
で
活
力
あ
る
町
づ
く
り
」

篭
著

　　　、サ　　，脚　v’　鞘　w

新しい町長を迎えた役場
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農
業
後
継
者
と
の

　
　
　
　
　
　
　
対
話
を

丸山賢一さん

（新町新田）

　
私
は
、
農
協
で
営
農
指
導
と
生
産
組
織
・
営
農
研
究
会

（
後
継
者
グ
ル
ー
プ
）
の
事
務
局
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
故
根
津
前
町
長
の
ご
尽
力
と
川
西
町
民
が
一
体
と
な
っ

て
、
県
下
で
は
ま
れ
の
ほ
場
整
備
事
業
や
農
業
構
造
改
善

事
業
を
実
施
し
、
正
に
農
業
立
町
の
礎
を
築
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ほ
場
条
件
の
整
備
と
生
産
組
織
化
に
よ
り
、
十
ア
ー
ル

根
津
前
町
長
に

当
た
り
の
労
働
時
間
は
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
兼
業
も
安
定

化
の
方
向
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
営
農
研
究
会
（
米
・
タ
バ
コ
・
養
豚
・
酪
農

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
等
で
構
成
）
の
毎
月
の
定
例
会
で
論
議

さ
れ
ま
す
の
が
、
今
後
の
川
西
町
農
業
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
川
西
町
に
住
み
た
く
と
も
、
若
い
人
（
特

に
男
子
）
が
働
き
、
生
活
し
て
い
け
る
職
場
が
あ
り
ま
せ

ん
。
他
地
区
に
職
場
を
求
め
、
結
婚
す
る
と
親
元
を
離
れ

て
い
く
と
い
う
前
途
に
一
抹
の
不
安
を
抱
い
て
い
る
の
が

実
態
の
よ
う
で
す
。

　
新
町
長
に
望
む
こ
と
は
、
町
民
各
層
と
の
対
話
の
中
か

ら
、
地
場
産
業
を
振
興
し
、
ま
た
企
業
誘
致
に
よ
っ
て
若

い
人
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
を
設
け
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
農
業
後
継
者
と
の
対
話
集
会
も
開

き
、
若
者
の
望
む
地
域
農
業
振
興
策
を
ぜ
ひ
確
立
す
る
よ

う
願
い
ま
す
。

叙
位

　
五
月
二
十
二
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
根

津
前
町
長
は
、
正
六
位
に
叙
せ
ら
れ
、

勲
五
等
双
光
旭
日
章
の
栄
誉
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
根
津
前
町
長
の
業
績
は
、
か
ん
ぱ
い

事
業
、
土
地
基
盤
整
備
事
業
、
農
業
構

造
改
善
事
業
、
文
教
施
設
の
充
実
、
道

路
網
の
整
備
、
生
活
環
境
の
整
備
等
々

町
内
ま
ん
べ
ん
な
く
及
ん
で
い
ま
す
。

と
り
わ
け
過
疎
対
策
に
は
力
を
入
れ
て

お
い
で
で
し
た
。

　
四
期
十
六
年
近
く
に
わ
た
り
、
　
“
明

る
い
豊
か
な
町
づ
く
り
”
の
た
め
心
血

を
注
ぎ
、

し
た
。

ノ

1、

数
々
の
偉
業
を
達
成
さ
れ
ま

丸
山
教
育
長
が
辞
職

教
育
行
政
の
業
績
で

　
　
文
部
大
臣
賞
を
受
賞

　
丸
山
富
司
氏
は
、
六
月
二
日
に
教
育

委
員
の
辞
職
を
申
し
出
、
翌
三
日
に
受

理
さ
れ
ま
し
た
。

　
丸
山
氏
は
、
昭
和
四
十
年
九
月
に
教

育
委
員
会
委
員
に
就
任
、

四
十
六
年
四
月
か
ら
は
教

育
長
と
し
て
、
町
の
教
育

行
政
に
携
わ
っ
て
来
ら
れ

ま
し
た
。
教
育
委
員
十
八

年
、
教
育
長
十
二
年
の
長

き
に
わ
た
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
業
績
が
認
め
ら
れ
、
地
方

教
育
行
政
功
労
者
と
し
て
、
七
月
一
日

に
青
森
市
文
化
会
館
で
文
部
大
臣
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

日方　長八れ育教’　　　＿　　　　　　　　　　　丸山則教育長
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ひとこと

蜘

小
林
朝
子
さ
ん
（
中
仙
田
）

○
各
種
産
業
の
振
興

○
教
育
関
係
諸
費
の
増
額
“
教
育
環
境
整
備

○
冬
期
間
の
道
路
確
保
　
を
望
み
ま
す
。

　
緊
縮
財
政
の
お
り
、
無
理
を
承
知
で
あ
げ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
川
西
町
の
父
親
（
お
や
じ
）
と
し
て
、
大
い
に
が
ん
ば

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

辞
任
の
や

こ
あ丸

　
町
民
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま

す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
昭
和
四
十
年
に
川
西
町
教
育

委
員
に
就
任
い
た
し
ま
し
て
か
ら
十
八

年
、
こ
の
間
教
育
長
と
し
て
十
二
年
務

め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、

図
ら
ず
も
地
方
教
育
行
政
功
労
者
と
し

て
、
第
一
回
文
部
大
臣
表
彰
受
賞
の
栄

に
浴
し
ま
し
た
。

　
ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、

こ
れ
は
ひ
と
え
に
地
域
の
皆
様
の
温
か

い
ご
指
導
、
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
深

く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

い

さ
つ

山

富

司

　
こ
の
受
賞
を
機
に
教
育
長
の
職
を
辞

任
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
長
い

間
公
私
に
わ
た
り
ご
厚
情
を
い
た
だ
き
、

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。　
今
後
は
、
一
町
民
と
し
て
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
地
域
社
会
の
お
役
に
立
ち

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
相
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

わ
ら
ず
の
ご
指
導
と
ご
交
誼
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
健
康
と
お
幸
せ
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
辞
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
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告

「
報
会
㌧

議

　
第
三
回
町
議
会
定
例
会
が
、
先
月
十
四
・
十
五
の

二
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
十
四
日
に
は
、
田
中
与
三
郎
議
員
が
根
津
町
長
の

追
悼
演
説
を
行
っ
た
後
、
専
決
処
分
し
た
事
件
、
条

例
の
一
部
改
正
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
、
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
日
目
の
十
五
日
に
は
、
地
域
休
養
施
設
の
工
事

請
負
契
約
の
変
更
や
橘
小
学
校
改
築
関
係
の
工
事
請

負
契
約
（
本
体
工
事
除
く
）
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
、
南
雲
春
雄
助
役
の
退
職
が
承
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

法
人
町
民
税
の

　
　
　
　
　
　
　
　
均
等
割
を
引
き
上
げ

⇔
承
認
さ
れ
た
も
の

▽
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
十
一
号
）

　
財
政
調
整
基
金
や
水
田
利
用
再
編
対

策
基
金
な
ど
基
金
関
係
の
運
用
益
金
の

精
算
処
理
、
町
債
借
入
れ
実
行
事
務
、

消
雪
パ
イ
プ
電
気
料
に
予
算
補
正
が
必

6月定例会の様子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　需　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　－　　　　　　　　　o　　　　　　　　　o　　　　　　　　－　　　　　　　　9　　　　　　　　0　　　　　　　■　　　　　　　o　　　　　　　●　　　　　　o　　　　　　■　　　　　　●　　　　　●　　　　　●　　　　　o　　　　．　　　　■　　　　■　　　9　　　9　　　一　　り　　一　　〇　●　●　o
●一〇

要
と
な
り
、
専
決
処
分
さ
れ
て
い
た
も

の
で
す
。
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
十
一

万
円
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
％

▽
税
条
例
の
一
部
改
正

　
法
人
町
民
税
の
均
等
割
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
資
本
等
の
金
額
が
一
千

万
円
を
超
え
一
億
円
以
下
で
あ
る
法
人

で
従
業
者
数
の
合
計
数
が
五
十
人
以
下

で
あ
る
も
の
お
よ
び
資
本
等
の
金
額
が

一
千
万
円
以
下
で
あ
る
法
人
で
従
業
者

数
の
合
計
数
が
五
十
人
を
超
え
る
場
合

は
年
額
八
万
円
に
、
こ
れ
以
下
の
数
値

の
法
人
は
年
額
二
万
七
千
円
に
な
る
な

ど
で
す
。

▽
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
専
決
第
二
号
）

　
根
津
町
長
の
町
葬
を
行
う
た
め
に
予

算
補
正
が
必
要
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

町
葬
費
は
五
百
十
三
万
四
千
円
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
予
備
費
か
ら
四
百
八
十

三
万
四
千
円
回
し
、
残
り
の
三
十
万
円

は
寄
付
金
で
す
が
、
こ
の
分
が
追
加
補

正
さ
れ
ま
し
た
。

▽
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
専
決
第
三
号
）

　
六
百
一
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
七
億
四
百

三
十
一
万
円
と
し
ま
し
た
。
こ
の
補
正

は
、
五
十
七
年
度
仙
田
へ
き
地
出
張
診

療
所
特
別
会
計
予
算
の
歳
入
に
不
足
が

出
た
た
め
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

▽
五
十
八
年
度
仙
田
へ
き
地
出
張
診
療

　
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
専
決
第
四

　
号
）

　
一
般
会
計
か
ら
六
百
一
万
円
を
繰
り

入
れ
、
五
十
七
年
度
歳
入
不
足
金
の
補

て
ん
を
行
い
ま
し
た
。

◇
可
決
さ
れ
た
も
の

▽
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
仙
田
小
学
校
藤
沢
冬
季
分
校
が
歴
史

を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
対
象
者
の
幅
を
広
げ
、
こ
れ
か
ら
は

六
十
五
歳
以
上
で
重
度
心
身
障
害
者
に

な
っ
た
場
合
も
医
療
費
の
助
成
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
保
険
料
の
賦
課
額
の
限
度
を
一
万
円

引
き
上
げ
二
十
八
万
円
に
し
た
こ
と
な

ど
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ノ

》
　
　
　
　
　
　
　
心

〉
　
　
　
　
　
　
　
多
※

　
　
　
Z
Z

〉
　
　
　
　
．
邑

　∞
　
　
な
お
す
け

　
磯
蕪

和宮様の御下向
蘂
轟
嚢
き
諜
蘂
嚢
慧
饗
鞭
誕

　
井
伊
直
弼
の
あ
と
を
受
け
た
老
中

安
藤
信
正
は
、
反
幕
の
声
が
ふ
く
ら

む
中
で
朝
廷
と
幕
府
の
融
和
を
図
る

こ
と
に
努
め
た
。
な
ん
と
か
、
反
動

勢
力
を
お
さ
え
よ
う
と
し
て
公
武
合

体
の
策
を
と
り
、
皇
女
和
宮
（
孝
明

、
天
皇
の
妹
）
を
将
軍
家
茂
の
夫
人
に

迎
え
た
仕
掛
人
も
彼
で
あ
る
。

　
和
宮
様
御
下
向
の
大
行
列
は
、
当

初
は
東
海
道
を
お
通
り
に
な
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
大
井
川
の
出
水
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
り

御
下
向
に
反
対
す
る
水
戸
浪
士
等
の

不
穏
な
動
向
が
察
知
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
急
き
ょ
、
木
曾
谷
か
ら
中

仙
道
を
経
て
江
戸
表
に
到
達
す
る
コ

ー
ス
が
と
ら
れ
た
と
い
う
。

　
魚
沼
郡
友
重
組
に
残
る
文
久
元
年

（
一
八
六
一
）
酉
十
月
九
日
の
「
和

宮
様
御
下
向
に
付
助
郷
村
々
書
抜
帳

（
高
橋
友
義
氏
蔵
）
」
に
よ
る
と
、

「
和
宮
様
御
下
向
の
節
は
宿
継
人
馬

多
入
、
左
之
村
中
仙
道
宮
ノ
越
、
藪

　
　
　
　
　
　
に
え
か
わ

原
、
奈
良
井
、
賛
川
の
四
ケ
宿
へ
当

分
助
郷
申
付
候
条
、
問
屋
よ
り
相
触

次
第
人
馬
進
滞
不
致
、
無
滞
差
出
可

申
候
、
尤
当
時
年
季
休
役
中
の
分
も

今
般
御
用
に
限
り
是
又
可
相
勤
も
の

也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
友
重
、
藤
沢
、
大
倉
、
霧
谷
、
上

野
、
小
根
岸
、
野
口
、
高
倉
、
田
戸
、

大
貝
、
下
平
新
田
、
伊
勢
平
治
、
小

脇
、
岩
瀬
、
白
倉
、
坪
山
、
三
領
、

新
町
新
田
、
沖
立
、
越
ケ
沢
、
祖
師
、

高
原
田
、
木
落
、
仁
田
の
二
十
四
か

村
に
、
助
郷
（
江
戸
時
代
、
宿
駅
近

隣
の
農
村
に
課
し
た
夫
役
）
の
お
触

れ
が
届
い
た
。

　
現
在
で
い
え
ば
、
米
の
取
れ
高
十

俵
に
つ
き
人
足
一
人
、
馬
は
米
八
十

　
　
　
　
　
ぴ
き

俵
に
つ
き
一
疋
の
割
り
合
い
で
、
信

濃
国
の
木
曾
谷
ま
で
差
し
出
せ
と
い

う
き
び
し
い
お
達
し
で
あ
る
。
こ
の

お
触
書
を
も
ら
っ
た
川
西
の
村
々
は

上
を
下
へ
の
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。

　
　
「
私
共
の
村
々
は
貧
し
く
、
ま
た
、

地
域
的
に
も
無
理
な
こ
と
で
、
と
て

も
、
そ
れ
だ
け
の
人
馬
を
工
面
し
て

差
し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど

う
か
、
御
慈
悲
を
も
っ
て
御
勘
弁
く

だ
さ
い
」
と
い
う
歎
願
書
の
控
が
高

橋
茂
雄
氏
（
坪
山
）
宅
に
残
さ
れ
て

い
る
。

　
　
乍
恐
以
歎
願
書
奉
申
上
候

御
領
分
越
後
国
魚
沼
郡
十
七
ケ
村
惣

代
坪
山
村
庄
屋
僖
之
右
衛
門
、
同
国

同
郷
木
落
村
庄
屋
佐
忠
太
、
乍
恐
奉

申
上
候
、
今
般
　
和
宮
様
御
下
向
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俺

諜
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▽
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
一
号
）

　
二
千
二
百
六
十
七
万
二
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
は
二
十
七
億
二
干
六
百

九
十
八
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
前
年
度
繰
越
金
を
四
干
十

六
万
三
千
円
増
額
し
た
の
が
目
だ
ち
ま

し
た
。
町
債
は
三
千
二
百
四
十
万
円
の

減
額
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
農
業

振
興
費
が
九
百
六
十
二
万
二
千
円
増
額

さ
れ
た
こ
と
、
農
業
構
造
改
善
費
の
二

百
九
十
万
円
、
そ
れ
に
観
光
費
の
二
百

九
十
二
万
一
千
円
の
増
額
、
地
域
休
養

施
設
費
が
四
百
三
十
三
万
三
千
円
減
額

さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

▽
五
十
八
年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
百
八
十
九
万
五

千
円
を
追
加
し
、
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
九

　
　
　
　
　
　
　
　
婁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橘

　
橘
小
学
校
木
造
校
舎
改
築
〔
本
体
〕

工
事
の
入
札
が
、
七
月
二
日
の
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
入
札
は
、
制
限
付
一
般
競
争

入
札
と
い
う
方
法
で
し
た
。
入
札
参
加

資
格
は
、
①
五
十
八
年
度
川
西
町
建
設

工
事
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
提

出
し
た
業
者
、
②
県
の
格
付
け
で
建
築

一
式
工
事
の
A
級
に
な
っ
て
い
る
業
者
、

③
県
囚
に
本
社
、
あ
る
い
は
出
張
所
、

千
二
百
四
十
三
万
六
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▽
五
十
八
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予

　
算
（
第
一
号
）

　
第
二
期
拡
張
事
業
費
一
億
七
百
四
十

六
万
五
千
円
を
一
億
五
千
五
十
二
万
八

千
円
に
補
正
し
、
五
十
八
年
度
の
単
年

度
事
業
と
し
て
、
若
ノ
窪
に
配
水
池
を

造
り
、
こ
こ
か
ら
中
仙
田
浄
水
場
ま
で

の
管
布
設
を
旧
国
道
（
一
部
民
地
な
ど

も
あ
り
）
に
沿
っ
て
施
工
し
ま
す
。

　
上
水
道
と
中
仙
田
、
赤
谷
、
田
戸
簡

易
水
道
の
統
合
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
区

の
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
の
事
業
で

す
。▽
地
域
休
養
施
設
建
設
〔
本
体
〕
工
事

　
請
負
契
約
の
変
更

　
契
約
の
金
額
を
三
百
三
十
万
三
千
円

増
額
し
、
一
億
一
千
四
百
六
十
四
万
三

千
円
と
し
て
い
ま
す
。
土
の
入
れ
替
え

　
　
　
き
さ
，

本
体
工
事
は

二
億
五
千
二
百
万
円
で

営
業
所
が
あ
る
業
者
、
以
上
す
べ
て
の

条
件
を
満
た
し
て
い
て
、
五
十
四
年
以

降
に
町
税
を
納
め
た
業
者
、
町
か
ら
入

札
の
指
名
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
業
者
、

ま
た
は
十
日
町
土
木
事
務
所
管
内
で
営

業
し
て
い
る
業
者
が
該
当
し
ま
す
。

　
十
八
社
に
よ
る
入
札
の
結
果
、
二
億

五
千
二
百
万
円
で
丸
運
建
設
長
岡
支
店

が
落
札
し
ま
し
た
。

　
議
会
は
、
こ
の
日
の
午
前
十
一
時
に

開
か
れ
、
り
っ
ぱ
な
校
舎
と
な
る
よ
う

　
な
ど
を
行
っ
た
た
め
で
す
。

　
▽
地
域
休
養
施
設
建
設
〔
設
備
〕
工
事

　
　
請
負
契
約
の
変
更

　
　
給
水
方
法
の
変
更
に
よ
っ
て
、
百
二

　
十
三
万
一
千
円
を
減
額
し
た
六
千
二
百

　
四
十
万
円
に
契
約
変
更
し
ま
し
た
。

　
▽
橘
小
学
校
木
造
校
舎
改
築
〔
給
排
水

　
　
暖
房
設
備
〕
工
事
請
負
契
約

　
　
指
名
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
っ
て
、

　
三
千
九
百
五
十
万
円
で
橘
小
設
備
建
設

共
同
企
業
体
（
十
日
町
水
道
工
業
・
孫

六
商
店
・
日
乃
出
屋
金
物
店
）
が
請
け

　
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
▽
橘
小
学
校
木
造
校
舎
改
築
〔
電
気
〕

　
　
工
事
請
負
契
約

　
　
三
千
八
百
五
十
万
円
で
橘
小
学
校
木

造
校
舎
改
築
工
事
電
気
共
同
企
業
体
（

庭
野
電
機
商
会
・
川
西
電
気
工
事
・
小

林
電
機
工
事
・
タ
イ
ト
電
機
）
が
落
札

　
し
、
請
負
契
約
の
議
決
が
さ
れ
ま
し
た
。

書
ー
2
ひ
隻
『
L
『
し
ぎ

監
督
を
厳
し
く
す
る
こ
と
、
通
学
路
と

な
る
道
路
の
舗
装
を
早
急
に
、
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
、
請
負
契
約
は
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
橘
小
学
校
の
木
造
校
舎
改
築
工
事
は
、

五
十
八
・
五
十
九
の
二
年
度
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
ま
す
。
本
体
工
事
と
、
六
月

定
例
会
で
可
決
さ
れ
て
い
る
給
排
水
暖

房
設
備
工
事
、
電
気
工
事
を
合
わ
せ
る

と
、
請
負
金
額
は
三
億
三
千
万
円
に
な

り
ま
す
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
、
延

面
積
二
千
六
百
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の

校
舎
は
、
来
年
の
八
月
三
十
一
日
ま
で

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

酸欄聲

　　　　　　　蝋　　　　　撒　　　　騨鱗　　　騰　　欄　灘震
舞　棄　　　　　　　　　　購　　　　　　　　　　鐸　　　　　　　　　舞　　　　　　　　燃　　　　　　　　鐸　　　　　　灘購　　　　　轍　　　　灘　　　騰　　灘　灘覆癬

随付
、
私
共
村
々
木
曾
路
須
原
宿
外
六

ヶ
宿
へ
助
郷
人
馬
可
差
出
旨
の
御
触

書
所
持
、
山
村
甚
兵
衛
様
御
役
人
へ

差
添
、
木
曾
十
一
ケ
宿
惣
代
賛
川
宿

問
屋
見
習
倉
沢
真
一
郎
、
上
ケ
松
宿

岡
村
兵
左
衛
門
立
越
、
御
触
書
奉
拝

見
候
下
、
猶
国
元
役
場
よ
り
も
今
般

の
義
は
格
別
の
義
二
付
厚
く
相
心
得
、

右
惣
代
の
者
へ
及
示
談
候
様
被
申
付

候
二
付
示
談
仕
候
処
、
高
百
石
二
付

　
　
お
よ
そ

人
足
凡
弐
拾
五
人
、
馬
三
疋
宛
可
差

出
旨
申
聞
左
候
得
ば
、
私
共
村
々
十

七
ヶ
村
に
て
高
都
合
弐
千
九
百
五
拾

石
余
に
て
、
人
足
七
百
人
余
、
馬
九

拾
疋
程
二
相
成
、
右
様
莫
太
の
人
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
て

如
何
様
仕
候
て
も
乍
恐
連
も
差
出
兼

申
候
、
被
為
在
御
賢
知
候
通
、
私
共

村
々
の
義
は
所
々
高
山
の
谷
間
山
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
だ
た
り

に
て
、
海
辺
へ
は
十
里
鯨
も
相
隔
不

自
由
の
土
地
柄
、
殊
に
冬
は
十
月
よ

り
春
は
三
月
迄
雪
中
の
事
故
餓
業
無

之
、
漸
旅
稼
等
仕
取
凌
候
躰
の
素
よ

り
困
窮
村
々
、
殊
に
近
来
打
続
違
作

に
て
極
難
渋
仕
、
領
主
前
よ
り
救
筋

手
当
等
被
申
附
候
折
柄
、
少
も
用
立

候
者
共
は
関
東
筋
へ
出
稼
に
罷
越
、

相
残
候
も
の
共
は
老
人
子
供
の
み
に

て
、
六
七
十
里
鹸
相
隔
罷
在
候
、
右

宿
々
へ
助
郷
人
馬
可
差
出
手
段
漣
も

無
之
、
無
餓
儀
奉
恐
入
候
得
共
、

御
上
様
、
御
慈
悲
に
奉
縄
候
外
無
之

奉
歎
願
候
、
乍
恐
格
別
の
以
御
仁
恵

前
書
の
次
第
御
照
察
被
成
下
置
、
此

度
の
助
郷
御
免
被
下
置
度
偏
に
奉
願

上
候
、
以
上

照

　
文
久
元
年
酉
十
月

　
　
御
名
領
分
越
後
国
魚
沼
郡

　
　
　
　
　
十
七
ヶ
村

　
　
　
　
　
　
右
村
々
惣
代

　
　
　
　
　
　
同
郡
坪
山
村

　
　
　
　
　
　
庄
屋
僖
之
右
衛
門

　
道
中
御
奉
行
所
様

　
右
の
歎
願
書
を
差
し
出
し
た
と
こ

ろ
、
江
戸
馬
喰
町
弐
丁
目
山
形
屋
庄

　
　
　
　
　
ぐ
り
つ

兵
衛
方
に
寄
寓
す
る
広
瀬
忠
之
介
、

祖
山
半
左
衛
門
、
松
田
源
内
の
三
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
て

人
か
ら
、
高
橋
僖
之
右
衛
門
宛
に
次

の
書
状
が
届
い
た
の
は
十
二
月
朔
日

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
其
方
共
儀
今
般
　
和
宮
様
御
下
向

に
付
、
村
々
助
郷
被
仰
付
候
処
、
難

渋
筋
申
立
歎
願
書
差
出
候
処
、
今
日

公
辺
へ
差
出
候
に
付
、
其
節
一
同
召

連
可
申
、
何
連
も
相
揃
、
九
つ
時
迄

に
当
屋
敷
へ
罷
出
可
申
候
、
此
段
申

入
候
、
　
已
上

　
十
七
か
村
の
代
表
が
江
戸
に
出
向

い
て
助
郷
の
御
免
を
歎
願
し
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み

は
確
か
の
よ
う
で
あ
る
。
お
上
で
は

こ
の
助
郷
が
い
か
に
無
理
難
題
で
あ

っ
た
か
を
悟
り
、
願
い
の
と
お
り
に

聞
き
入
れ
て
く
れ
た
と
い
う
。

幽
資
料
提
供
者
（
敬
，
称
略
）

小
林
作
一
（
中
仙
田
）
、
田
村
俊
一

（
上
野
）
、
星
名
茂
利
（
同
）
、
須

藤
寛
蔵
（
下
原
）

幽
主
な
提
供
資
料
〔
（
）
内
西
暦
〕

・
地
価
名
寄
帳
（
一
八
八
一
）
・
十

月
市
二
付
定
証
文
之
事
（
一
七
五
九
）

・
往
来
手
形
（
一
八
五
五
）
ほ
か

　
　
　
鑑

蓮獺、
野

慧　　　蝿　　灘轍　糞灘磁縫鱗謝華

　　　　　　鐡　　　　　繋　　　　　騰　　蝋繊撒顯騰
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第
十
三
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
六
月
二
十
六
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、

川
西
町
で
は
役
場
の
議
場
で
即
日
開
票
を
し
て
い
ま
す
。

川
西
町
選
挙
管
理
委
員
会
が
発
表
し
た
選
挙
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

参
院
選

川

西

町

　
今
回
の
参
院
選
は
、
公
職
選
挙
法
の

一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
比
例
代
表
選
挙

（
旧
全
国
区
）
が
初
め
て
取
り
入
れ
ら

れ
、
　
「
無
効
投
票
」
が
増
え
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

無
効
投
票
は
川
西
町
で
も
選
挙
区
選
出

議
員
選
挙
（
旧
地
方
区
）
よ
り
少
な
い

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
（
国
・
県

と
も
同
傾
向
）
。

　
全
般
的
に
盛
り
上
が
り
に
欠
け
て
い

る
選
挙
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
川
西
町

の
投
西
歪
＋
は
、
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
、

比
例
代
表
選
挙
と
も
八
○
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
ま
し
た
（
選
挙
区
選
挙
の
場
合

県
は
六
三
二
二
％
、
全
国
で
は
五
七

の
結
果

．
○
○
％
）
。

　
川
西
町
の
投
票
率
は
、
県
内
百
十
二

市
町
村
の
う
ち
、
十
四
番
目
に
ラ
ン
ク

さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

署ゆ

◇
投
票
者
数

◇
投
西
輩

◇
有
効
投
票

◇
無
効
投
票

◇
候
補
者
別
得
票
数

吉
川
芳
男

稲
村
稔
夫

は
せ
川
吉
雄

た
か
さ
わ
健
吉

丸
山
久
明

　
　
（
小
数
点
以
下
は
按
分
票
で
す
）

　
五
、
八
三
八
人

（
望
㏄
臨
絞
）

　
八
○
・
五
七
％

（
繹
成
託
だ
賜
）

　
五
、
五
五
六
票

　
　
　
二
八
二
票

　
　
－
得
票
順
－

一
、
八
五
九
・
六
八
二
票

一
、
五
五
七
　
　
票

一
、
二
六
六
三
七
票

　
　
六
四
九
　
　
票

　
　
二
西
　
　
票

　
　
あ
ん

ん幽ね 「
き
f
ん

〈0〉投票者数　　　　　5，839人

　　　　　　　　　（嬰1：鍬）

◇投票率　　　　　　　80．58％

　　　　　　　　　（婁ll：1：髭）

◇有効投票　　　　　　5，604票

◇無効投票　　　　　　　235票

◇政党別得票数

自由超党派クラブ　　　　16票

新自由クラブ民主連合　　33票

田中角栄を政界から追放

　する勝手連　　　　　　4票

第二院クラブ　　　　　38票

サラリーマン新党　　　40票

公明党　　　　　　　503票

日本国民政治連合　　　　4票

MPD・平和と民主運動　19票

日本共産党　　　　　　159票

雑民党　　　　　　　　3票

教育党　　　　　　　　4票

日本社会党　　　　　1，258票

自由民主党　　　　　2，740票

無党派市民連合　　　　31票

民社党　　　　　　　651票

世界浄霊会　　　　　　　2票

福祉党　　　　　　　　93票

日本世直し党　　　　　　6票

年
金
を

　
　
　
引
き
続
き
受
け
る

　
　
　
　
　
　
　
た
め
に
は

　
年
金
を
引
き
続
き
受
け
る
た
め
に

は
「
現
況
届
」
を
定
期
時
に
、
ま
た

住
所
が
変
わ
っ
た
り
支
払
通
知
書
の

紛
失
な
ど
事
情
の
変
化
や
事
故
が
あ

っ
た
と
き
は
そ
の
つ
ど
届
け
出
を
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
届
け
出
を
怠

る
と
年
金
の
支
払
い
が
ス
ト
ッ
プ
し

た
り
支
払
通
知
書
が
届
か
な
か
っ
た

り
す
る
な
ど
差
し
障
り
が
生
じ
ま
す
。

　
老
齢
年
金
と
通
算
老
齢
年
金
に
関

す
る
事
務
は
東
京
の
社
会
保
険
庁
の

業
務
課
で
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
年
金

証
書
の
記
号
番
号
処
理
を
し
て
い
ま

す
の
で
「
誤
っ
た
届
出
書
」
を
提
出

し
ま
す
と
正
し
い
処
理
が
で
き
ず
支

払
い
が
遅
く
な
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
届
け
出
の
際
は
、
年
金
証
書
の
記

号
番
号
と
生
年
月
日
を
正
し
く
ハ
ッ

受給と

現況届

老齢福祉年金

児童扶養手当

特別児童扶養手当

2
塾
鴛
く
ー
し

　
D

妨
孔
葱
．
、

二
一
ら

．
ε
　
｝

雪
・

一
　
　
　
　
　
帽

　
リ
　
ノ
　
　
ダ

　
　
び

　
　
・
．
！
！
－
一

キ
リ
と
書
き
ま
し
ょ
う
。

　
郵
便
局
を
通
じ
て
年
金
を
受
け
て

い
る
人
は
、
　
「
支
払
通
知
書
」
－
の
発

行
日
か
ら
一
年
を
過
ぎ
る
と
年
金
を

郵
便
局
で
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
受
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
届
出
書
の
提
出
先

・
老
齢
年
金
と
通
算
老
齢
年
金

　
　
ク

　
〒
1
6
東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西
3

1
5
1
2

4
　
社
会
保
険
庁
業
務
課

・
障
害
年
金
な
ど
の
年
金

　
役
場
社
会
課
年
金
係

　8月11日から老齢福祉年金、

児童扶養手当、特別児童扶養手

当の支払いが始まります。

　今回の支払い時は、年1回の

現況届のときでもあります。

　8月11日には各郵便局の窓口

に役場の係員が出向きますので、

年金を受領したらそのまま証書

は係員にお預けください。

　当日都合のつかない方は、後

日年金を受領してから証書を役

場年金係へお出しください。

　証書を提出しないと次回から

年金が受けられなくなります。
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籍

　
　
　
　
　
　
　
懲

　
　
　
饗

磯

「
松

　
昭
和
五
卜
四
年
度
以
来
、
県
国
の
補
助
事
業
と
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
新
農
業
構
造
改
善
事

業
の
大
き
な
目
E
、
地
域
休
養
施
設
「
松
葉
荘
」
の

建
設
K
事
が
、
昨
年
九
月
八
H
着
r
以
来
本
年
六
月

、
、
卜
H
ま
で
の
．
．
百
八
卜
六
H
の
L
期
を
も
っ
て
、

　
し
ゅ
ん

無
事
竣
に
し
た
こ
と
を
、
ま
ず
も
っ
て
町
民
の
皆
さ

集．

…
輪
　
♂

．
肇

「
松
葉
荘
」

竣
工
に
当
た

川
西
町
長

ん
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
国
県
の
ご
援
助
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
国
会
の
先
生
方
、
県
議
会
の
先
生
方
、
ま
た
町

内
の
皆
さ
ん
、
新
農
構
地
区
の
皆
さ
ん
等
々
、
大
ぜ

い
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
は
じ
め
て
竣
r
の
運
び

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
L
事
を
請
け
負
わ
れ
た
業
者
の
ご
苫
労
に

南
対
し
ま
し
て
も
、
心
か
ら
の
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

　
竣
［
を
目
前
に
し
、
根
津
前
町
長
が
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
が
、
完
L
を
一
目
だ
け
で
も
見
て
い
た
だ
き

た
か
っ
た
と
心
か
ら
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
に
、
前
町
長
の
「
松
葉
荘
」
へ
の
執
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
強
く
、
ち
ょ
っ
と
の
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り
が
で
き
る
と
「
松
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荘
」
へ
出
向
か
れ
、
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
指
図
を
さ
れ
た
姿
が

　
　
　
　
つ
て
今
も
目
簿
か
ん
で
ま
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
す
。

雲
春
雄
私
は
、
就
潭
々
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
す
が
　
前
町
長
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
を
体
し
、
関
係
す
る
皆

さ
ん
か
ら
さ
ら
に
い
っ
そ
う
の
ご
指
導
を
賜
り
な
が

ら
、
　
「
松
葉
荘
」
の
運
営
に
精
い
っ
ぱ
い
の
努
力
を

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
ぽ
ど
お
願
い
申
し
L
、
げ
る
と

と
も
に
、
皆
さ
ん
の
心
の
安
ら
ぎ
の
場
、
休
息
の
場

と
し
て
、
大
い
に
ご
活
用
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
願
い

申
し
ヒ
げ
、
竣
L
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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の
ん
ぴ
墾
象
｝
・
簗

地
域
休
養
施
設
「
松
葉
荘
」
が
六
η
、
畠
卜
紀
H
に

オ
ー
フ
ン
し
ま
し
た
、

場
所
は
、
国
道
2
5
2
号
線
越
ケ
沢
ト
で
予
ル
の

、
更
ー
4
＼
よ

嵯

前
〔
東
）
方
の
眼
ド
に
は
松
葉
沢
ゲ
ム
が
、
目
を

F鰻騨パ醐醗
▲食堂（定員は52人です）

ぐ
エ
ン
ト
ラ
ス
ホ
ー
ル

　
　
　
、

噸5く

鍛鞠
’
．
卿

鰯

平面図「松葉荘」

L
方
に
転
じ
れ
ば
は
る
か
に
八
海
の
山
々
が
望
ま
れ

ま
す
．
建
物
の
左
右
、
後
方
は
緑
濃
い
木
々
が
茂
り
、

　
　
　
ら
い

山
、
項
、
の
松
籟
は
目
に
よ
り
さ
わ
さ
わ
と
高
く
低
く
耳

を
、
楽
し
ま
せ
て
ノ
＼
れ
ま
す
。
山
紫
水
明
そ
の
も
の
の

よ
う
な
地
に
建
て
ら
れ
た
「
松
葉
荘
」
は
心
の
安
ら

コ

物置

機
械
室

1階372．53m2
32．00m

室理

堂

＼

調

食

物
置

宿
直
室

事
務
室

休
憩
室

ル「

仁

男硬所

　　　「

機矧エントラスホ

邸余室
卜、1パ

　　T

　　i

l1．75n

ポ　ー　チ

i
－
・
i
↓

「松葉荘」で

ぎ
の
場
で
す
。

　
こ
の
．
卜
．
「
・
に
環
境
の
良
さ
は
抜
群
で
す
が
、
身
心

の
保
養
に
は
な
ん
と
い
了
《
も
入
浴
す
る
こ
と
が
い

ち
ば
ん
で
す
。
浴
槽
で
は
、
太
陽
熱
利
川
（
ソ
ー
ラ

，
ー
ノ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
お
湯
を
、
卜
－
分
に
ご
使
用
く
だ

」

2階355．65m2

大会議室
（山ゆり）

湯沸室

物
置

中会議室！ 大 女刊吏剛 l　　I　　i

ドハ　土
浴 ｛

1 （きじ） 1（ぶな）
場 男子便所 ヨ

鏑

警・齋汀隔

　1 』」

糾

ド廊

1（き

　　ゴ
脱衣室

宿泊1
310

ト
ー

脱
衣
室

廊

　　l　l小浴場

11．00m匹」

　　画　　　　馨ー
…
！
ー
i
ー
⊥

リ
ネ
ン
室

i宿ゴ蔚薪
室宿宿泊室

306

縁側

　彦1　－二

306
1口　て口　．i

＿
3 05 8
3

03
i　I言02 l　　　　i

l　301

表側， 縁側 縁側 縁側 縁側

一堀　 ゼだ人、、満さ
智♪．ゑ』ゐさた洋喫い
8！二く日又し、ち）厘しマく、O

iさを）し9の造妾の
1㌧置彗譜、第季き
4二’■黛力・瓢拝し、r竃　り

2川合1をに堂　
f・

一　へ　　、　1　　　・一｝　広・　‘『・　口
　　　叩　　　　。　一r　セ小　k　　　ノ塁

　　　を寒　松喫・’1か
　　　お　貧　　　葉茶杯　　、ノ1申

　　　作奪　　荘コい　トば
　　　㌧　11，！か噴せ
　　　．一に　＼ナが射て
　　　ご　も　　ご　1で方　　’

　　　むξ　物豊勇二さ繋

　　　ま1二　く利「ノ　タ気
　　　玄ご　　り　用若　　　分
　　　　　　・和∫　とくい　 美、

27．50m

3階306．15m2

　　　　　　　　　　　§

　　　　　網

　　　　　鎌

←

灘

騨
、
鷺

ぐ
3
0
8
号
室
（
6
畳
）

▲303号室（8畳〉です

箏
艦
皿
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み
ん
な
の
施
設

　
　
　
気
楽
に
お
越
し
を

　
　
「
松
蛯
荘
」
は
、
地
域
休
養
施
設
！
。
・

す
か
ら
、
働
！
、
皆
さ
ん
か
ら
気
楽
に
休

養
に
お
越
し
い
た
だ
キ
、
～
．
㌧
い
ヒ
右
げ
じ
ま

す
．
ま
寿
、
、
各
種
会
議
や
宴
会
、
そ
し

て
宿
泊
汽
で
き
ま
す
の
で
、
コ
、
ミ
・
二
一

ケ
ー
・
・
藩
ン
を
深
め
る
場
所
．
ぐ
も
あ
り

ま
す
　
大
い
に
．
｝
列
哨
！
卦
、
～
さ
い
、

　
施
設
の
内
容
は
、
大
食
堂
、
喫
茶
コ

ー
ナ
㌧
各
種
套
議
室
、
宿
泊
室
ゲ
ペ

室
、
ソ
！
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
を
窒
か
し
た

省
工
、
不
の
大
小
浴
場
、
屋
外
に
は
駐
車

場
と
庭
が
あ
い
ま
す

　
裏
山
公
園
の
整
備
な
ド
、
は
．
｝
れ
か
ら

で
す
が
、
展
望
台
や
・
・
ヲ
鎗
ギ
ー
場
ゐ

計
画
ち
あ
り
ま
す
　
広
場
に
は
今
；
ト

ボ
ー
ル
場
が
設
け
ら
殺
る
垂
定
で
、
－

　
わ
食
事
は
、
お
い
し
い
フ
ン
ヒ
カ
り

を
中
心
に
、
山
茎
料
理
、
ウ
ゾ
ギ
、
琉

ラ
レ
㌧
ア
、
．
て
れ
に
郷
L
料
理
な
ど
の
、
・
、

ニ
ュ
ー
も
あ
り
、
楽
し
く
で
藩
、
隔
ま
す
一

　
町
営
施
設
で
ポ
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
丸
、
遠
く
の
親
せ
き
や
知
べ
に

ご
紹
介
い
た
だ
き
、
大
せ
い
の
方
々
か

ら
”
ふ
る
さ
レ
㌧
・
を
昧
わ
い
に
お
越
し

願
い
た
い
漸
．
存
じ
ま
す
、

丸山支配人です

灘
▲大浴場

お申し込みは
※r松葉荘」盈（千手局一

　〇2576〉8－2242番へ
　申し込みください。

※5人以1二の場合は、送迎

　のご相談に応じます。

※1泊2食付標準料金は、
　4，500円です。

※毎月第2・第4水躍日は
　休館臼です。

＼諏
㎜
■
～鹸

▲和室（きじ・ぶな）

▼大会議室（約1GOm2

　　　施設の概要

①事業名　　　　　　　司
　　新農業構造改善事業

②施設名
　　川西田丁土也士或休養方包δ斐

　　（名称「松葉荘」）

③場　所

　　大字霜条1，035一一1

④敷地面積

　　34、000m2
⑤建物概要

鑑，轟鉄早，撚㎡1

　（3）1階事務室、食堂など

　ゆ2階会議室、、計，易など

　（5〉3階宿泊「李’Gl1員28却

cβ遊令暖虜，没備完備

⑦丘藩一システムξ給湯）1

鋤のみ193，812干二円l

　　l57・58年脚全／柚籍〉l

lは299．334干判　　　ξ

み
ん
な
が

く
つ
ろ
げ
る
場
に

　
十
日
町
市
神
明
町

　
　
高
木
美
津
子
さ
ん

　
「
松
葉
荘
っ
て
ど
っ
け
ん
ど
こ
だ
の
」
。

「
さ
あ
」
。
　
「
で
も
お
前
さ
ん
、
名
づ

け
親
だ
っ
て
ん
だ
あ
ね
い
か
の
」
。

「
す
っ
け
の
こ
と
い
っ
た
っ
て
…
…
」
。

　
こ
れ
で
は
話
に
な
ら
ぬ
。
認
識
不
足

で
あ
る
。
せ
が
れ
の
車
を
つ
か
ま
え
て

川
西
ま
で
ふ
っ
と
ば
し
た
、

　
越
ケ
沢
ト
ン
ネ
ル
の
入
り
目
、
松
葉

沢
ダ
ム
の
ほ
と
り
に
凱
つ
し
ょ
う
し
や

な
ペ
ン
シ
ョ
ン
風
の
建
物
、
こ
れ
が

「
松
葉
荘
」
だ
っ
た
。

　
ち
ょ
う
ど
日
曜
で
工
事
の
人
も
い
な

く
、
中
を
見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
。
行
き
届
い
た
食
堂
、
新
し
い
畳

の
に
お
い
の
す
る
各
室
に
は
テ
レ
ビ
や

冷
蔵
庫
が
備
え
ら
れ
、
浴
槽
に
は
こ
ん

こ
ん
と
湯
が
あ
ふ
れ
、
眼
ド
の
ダ
ム
と

山
の
緑
が
美
し
く
、
こ
れ
は
な
ん
と
い

っ
て
も
す
ば
ら
し
い
。

　
後
ろ
の
山
の
L
は
遊
園
地
に
す
る
計

画
と
の
こ
と
ガ
、
か
ら
、
チ
供
連
れ
の
人

た
ち
に
喜
ば
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
と
に
か
く
、
食
事
の
で
き
る
こ
と
は

何
よ
り
う
れ
し
い
．
、
今
ま
で
の
；
つ
し

た
類
の
施
設
に
な
い
快
挙
だ
と
思
う
。

○
○
教
室
、
○
○
講
習
会
、
い
わ
ゆ
る

文
化
的
な
催
し
だ
け
を
中
心
に
し
て
い

る
施
設
、
休
養
だ
、
け
を
押
し
出
し
で
い

る
施
設
、
こ
れ
に
参
加
す
る
た
め
に
は

ま
ず
食
糧
調
達
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
、
、

し
ぜ
ん
お
っ
く
・
一
，
に
な
り
、
ヂ
ぶ
ら
で

行
6
る
他
の
と
こ
ろ
に
し
ょ
う
と
い
う

こ
レ
」
に
な
る
侮
、

　
利
用
し
寿
、
㍗
、
由
心
っ
て
も
P
R
さ
れ

て
い
な
い
と
め
左
ど
）
，
＼
さ
さ
が
先
に

凱
つ
。
せ
っ
か
く
こ
ん
な
に
良
い
施
設

が
で
き
た
の
ガ
、
か
ら
、
川
西
だ
け
で
な

く
広
い
地
域
に
き
め
細
か
い
P
R
を
し

て
い
た
だ
き
、
特
定
の
人
た
ち
ば
か
り

の
利
用
で
な
く
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
肩

を
張
ら
ず
に
心
か
A
．
親
し
め
、
く
つ
ろ

げ
る
い
ろ
り
端
と
な
る
よ
う
な
場
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
希
望
す
る
。

愛
さ
れ
る

　
　
　
「
松
葉
荘
」
に

　
　
上
野
上
村
節
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
緊

　
名
、
ジ
』
げ
親
の
、
人
と
し
て
希
望
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
改
・
㌔
ま
す

　
こ
の
声
、
び
誌
4
：
フ
、
ン
し
六
、
「
松
葉
荘
」

の
地
は
、
か
ん
が
い
思
水
下
足
に
悩
む

L
野
地
区
の
農
民
が
冨
願
㌧
、
苫
労
し

ぐ
築
堤
・
し
た
と
聞
い
て
い
る
松
葉
沢
ダ

ム
の
．
は
》
一
鞘
で
す
、
㌧

　
こ
の
・
ピ
小
、
に
汽
ん
、
の
苫
労
を
忘
れ
る

こ
－
、
」
の
で
き
な
い
松
蘂
沢
ゲ
ー
、
で
す
が
、

争
で
は
川
西
ゲ
ム
チ
、
）
完
成
㌧
、
水
ピ
餐
足

の
下
安
も
解
消
し
で
い
ま
す

　
そ
の
ゲ
ム
を
眼
ド
に
見
る
絶
景
の
場

所
に
、
近
代
的
な
休
養
施
設
が
オ
；
フ

ン
し
た
こ
と
は
感
無
壁
！
．
版
す
町
民
は

も
と
－
．
歩
の
近
郷
近
在
の
多
数
の
皆
さ
ん

か
ら
愛
さ
れ
ス
ニ
松
葉
荘
」
で
あ
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
．
、
地
名
も
松
葉
で
縁

起
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
川
西
の
峰
々
を
走
る
観
光
道
路
を
、

春
、
秋
ハ
イ
キ
ン
グ
で
楽
し
ん
だ
後
立

ち
寄
っ
た
り
、
あ
る
い
は
お
年
索
可
り
の

皆
さ
ん
が
ゲ
ー
ム
な
ど
の
後
に
酒
を
酌

み
交
わ
し
た
り
、
と
に
か
く
気
軽
に
利

で
き
る
「
松
葉
荘
」
で
あ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。
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〔菊勺囲〕鞠噺
　　　　　’／ジ勿〆，
　　　　　召／・ノ’、・ご1

糠義麟，畿淋
　　　私藻荘創
　　　．輔　　国蓮35鳴
　　　弊育留O

鶏　　　県苞
　　lq轟賜o　 至4櫛
　　　　　季

　畜　讐　蠣　　　確激・1
＿一’一・　　㎜一一　一｝一＿二＝　　　　一一一一

　　　　　＋β町駅　 星冴飾
函⑫ll7皐

報野申　　　　　喫
　　　嶺山腺の伽爆

　　　　　　　勃激内む

　　　　　　　　　　！

　★休憩のとき

◎1入1回当たり

　＊大人（蹴牒）　　　400円

　＊小学生　　　　　　　200円

　　（1谷土易も利用できます）

　．・．・．・．∵．∵．∵．・．・．・．・．・．・．・∴・．・．・．∵．・．卿．・．・．・．・．・．∵．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．●．●．∵∴●．∵∴∵．。．●∴●・∵∴∵∴●・●・∵∴∵∴∵・∵・∵∴●∴∵・∵∴●・∵∴∵・∵・：・：・：

ii　　＠劉嗣斜會iii
iii一大人1泊2食付で4，500円　　iiii

　　　　　　　★お泊まり
　＊宿泊料　大人（凱牒）2，500円　　＊部屋への夕食配膳料1人200円

　　　　　小学生　　　2，000円　　＊遊具貸出料　麻雀　　1，600円

　　　　　幼児の寝具料1，000円　　　　　　囲碁・将棋　無　　料

　＊食事料　夕食（7、11，）1，400円　　＊遊興飲食税　別途加算します

　　　　　朝食（5配、）　600円　　＊サービス料　いただきません

　　　　　（追加注文できます）　　※宿泊時間は午後4時～午前10時

　　　　　　糊響　

　　　　　　　　　　　　　◎1室1日、芋間当たりの使用料

　　　　　　　　　　　　　　＊大会議室　　　　　1，000円

　　　　　　　　　　　　　　＊中会議室　　　　　600円

　　　　　　　　　　　　　　＊中和室　　　　　　400円

　　　　　　　　　　　　　　＊宿泊室　　　　200円
調1理堂一1おいしいものができます〉

／念〆h／つパ⊆、／一yや〉つ〆h〆ソ憶一〉つ〆b〆つゾ＼昏r》へぐ＼／つパ⊆一＼
〆
ノ　食
ト

k松葉定食タ刺身定食

で　海老フライ定食
　　とんかつ定食

錘肉定食
で　か　つ　重
　　カレーライス
乎ラィス

で　昧噌ラーメン
　冷しラーメン
ニ　ラ　ー　メ　ン

事

600円

800円

800円

800円

800円

650円

400円

150円

400円

400円

300円
でコシヒ　にぎケ）350円

　　　　　ハ認…1　　－　　6　1

　
一ユニメ ＿品料理逆

　飲
お　　　　　1酉　　　1　糸及

お　酒2級
ビー酬大ビン）

生ビー一ル　3召入

生ビール　2召人

ホット・コーヒー

アイス・コーヒー

レモン・ティー

ミルク・ティー

オレンジ・ジュース

コーフ
サイダー

ミルク

ココア

物
270円
230円
400円
2，900円

2，000円

220円
250円
220円
220円
200円
200円
150円
200円
250円

％

天々，ll羅盛合せ

さしみ盛合せ

蕩、嘉、静、え繕

いか丸焼
生肉たたき

このわた
ぬ　　　　た

冷　　　奴

粥糸内納豊

L　新　香

8。。旨，｝ケ

800円蔓

1器lr
400円鉱

800円ケ

500円25。F1乏

20・円す

壽ll肢

200円ケ
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七
月
は
「
社
明
運
動
」
月
間
で
す

七
月
一
日
か
ら
一
二
十
一
日
ま
で
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
が
法
務
省
の

提
唱
で
、
全
国
い
っ
せ
い
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
運
動
の
期
間
中
、
皆
さ
ん
か
ら

主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
協
力
し
て

い
た
だ
く
た
め
募
金
を
行
い
ま
す
。
一

戸
当
た
り
二
百
円
程
度
を
お
願
い
し
ま

力
を
合
わ
せ

　
明
る
い
社
会
に

保
護
司
太
田
長
栄
さ
ん

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
、
国

民
す
べ
て
が
力
を
合
わ
せ
、
明
る
い
社

会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
少
年
非
行
が
身
近
な
問
題
と

し
て
迫
り
、
も
は
や
こ
の
こ
と
は
一
団

体
で
対
処
で
き
る
状
況
を
は
る
か
に
超

え
て
お
り
、
住
民
全
体
の
連
帯
に
よ
り

身
辺
の
犯
罪
や
非
行
の
芽
を
摘
み
と
っ

8
隻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
　
雫

す
。
　
こ
の
募
金
は
県
の
保
護
観
察
協
会
に

送
ら
れ
、
犯
罪
の
予
防
と
罪
を
犯
し
た

人
の
更
生
の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
地
域
の
犯
罪
予
防
、

非
行
防
止
、
更
生
の
た
め
の
活
動
に
も

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　もうすぐ夏休みです。親

子で心がけたい夏休みの過

ごし方を5つのポイントに

分け、掲げます。

①
〈
時
間
〉

約
束
し
た
時
間
を
守
ら
せ
ま
し
ょ
う

②
〈
お
金
〉

計
画
的
な
使
い
方
を
身
に
つ
け
さ
せ

ま
し
ょ
う

③
〈
計
画
性
〉

夏
休
み
な
ら
で
は
の
目
標
を
持
た
せ

ま
し
ょ
う

④
〈
友
達
づ
き
あ
い
〉

　
「
ノ
ー
」
と
言
え
る
強
さ
を
持
た
せ

ま
し
ょ
う

⑤
〈
健
康
・
安
全
〉

健
康
の
あ
り
が
た
さ
を
理
解
さ
せ
ま
ヤ

し
ょ
う

　
七
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
　
　
て
い
る
大
麻
、
け
し
を
発
見
し
ま
し
た

の
二
か
月
間
は
、
　
「
不
正
大
麻
、
け
し
　
　
ら
、
十
日
町
保
健
所
（
8
0
2
5
7
5

｛
！
ー
ー
r
ー
ー
ー
1
2
－
2
4
。
。
）
へ
連

一
歪
大
麻
け
し
撲
滅
に
　
儲
馨
る
季
．
お
願
．

訊
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　　
　
　
　
｛
1
5
辱
｛

撲
滅
運
動
実
施
期
間
」
で
す
。

不
正
栽
培
の
大
麻
、
け
し
、
自
生
し

115㌧800円の

　　　社費納入
～日赤川西分区から～

　日ごろ、赤十字に対してご協力

をいただき、ありがとうございま
す。

　今年の日本赤十字社川西分区へ

の社費納入金額は、2，312人から

お寄せいただいた115，800円とな

っています。

　日本海中部地震被害者救援金と

して4，000円が寄せられ、日赤新

潟県支部に送金しました。

　救援金は役場社会課で受け付け

ています。

　行政苦情110番を
　　　　　　　　　　開設

　　　新潟行政監察局

　行政に対する苦情（相談）は、

費0252－24－1100番にお寄せくだ
さい。

　新潟行政監察局では、7月1日
から県民向けのテレホンサービス

r行政苦情110番」を開設してい
ます。

　これは、，行政改革推進運動の一

環として、特に行政サービスの向

上に役立てようというもので、県

民の行政に対する苦情や相談を気

軽に110番していただき、迅速な
解決を図っていくために設けまし
た。

　受付時間は、平日が午前8時半

から午後5時まで、土曜日は午前
8時半から午後0時半までです。
川西町には・1テ政管響庁長官力す1

委嘱した行政相談員、畠井源蔵さ　1

ん（上野）が相談を受けますので、

この制度もお気軽に利用ください。

　7・8・9月の第4水曜日を行
政相談日としました。総合センタ

ーで心配ごと相談と合わせ行いま　、
　　　　　　　　　　　　　　　1す。

r行方不明の人を捜す

　　　　　相談所」開設

　警察では、8月1日から31日ま

での1か月間r行方不明の人を捜
す相談所」を開設します。

　皆さんの家族や知り合いの方で

＞病気などを苦にして家出をした

》外出したまま行方がわからなく

　なった

〉出稼ぎ先から便りがとだえた

　などで、その後消息が知れずお

困りの方は相談にお出かけくださ
いo

◎常設相談所

月　日 場　　　　　所

8月1日～
31日（休日

と2日～5
日を除く）

県警察本部　費0252＿

鑑識課（新　28－2121

潟中央警察　内線510

署4階）　　～515

・8月4日には長岡署で巡回相談
が行われます。
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千
手
発
電
所
が
こ
の
た
び
歴
史
民
俗

資
料
館
へ
潜
水
具
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
潜
水
具
は
、
千
手
発
電
所
建
設

当
時
の
昭
和
十
年
ご
ろ
、
発
電
所
の
水

中
部
分
の
工
事
に
使
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
後
は
、
補
修
や
貯
水
池
の
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
建
設
に
活
躍
し
、
昭
和
二
十

五
年
ご
ろ
ま
で
水
中
作
業
に
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
当
時
、
こ
れ
と
い
っ
た
娯
楽
の
な
か

っ
た
子
供
た
ち
は
、
「
海
坊
主
が
出
た
」

と
騒
ぎ
、
こ
ぞ
っ
て
集
ま
っ
て
は
潜
水

夫
の
出
現
に
一
喜
一
憂
し
、
日
の
暮
れ

る
の
も
忘
れ
て
見
入
っ
て
い
た
も
の
で

し
た
。

　
千
手
発
電
所
の
建
設
当
時
を
し
の
ぶ

貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
当
時
を
知
る
人

に
と
っ
て
は
懐
か
し
い
潜
水
具
か
と
存

じ
ま
す
。

　
　
　
　
（
宮
啓
一
さ
ん
の
お
話
か
ら
）

海
坊
主
が
出
た
〃
”

　
　
　
正
体
は
発
電
所
工
事
の
潜
水
具

　7月の広報紙は、都合で発行日

を2日遅らせていただきました。

この欄で了解を得たいと存じます。

　さて、6月は雨らしい雨が降ら
ず、2年続きの空梅雨かと思わせ

ましたが、どうしてどうして、7
月上旬は雨の日ばかりでした。

夏休みに入ると、．家族旅行など

で出かける機会が多くなりますが、

交通事故にはくれぐれもご注意く

ださい。

。”．一u戸の。o・」一ugゴ．・’亀～’・．・r》へ・●●．rψo・。。解●●●・♂【》●o・一q《’・．・r》【㌧・’o．一》一．・’o‘【ur●．●●．《ρ’●●・戦●・●●ru【b●・・o｝．・9●

種　　目 1位 2位 3位

野　　　　　球 津南 川西 中里

バスケットボール 中里 津南 川西

バレーボール（男子） 川西 津南 中里

バレーボール（女子） 川西 津南

バドミン　トン 川西 津南

剣　　　　　道 中里 津南

卓　　　　　球 川西 津南

青年大会中魚沼郡予選会は、68
　　　　　　　　　　　ロ月19日に津南町で行われました。§

　　　　　　　　　　　ロ川西チームの健闘の結果は次の§

　　　　　　　　　　　ゆとおりです。　　　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　　8

6／26幹線道路での事故

ケ
｝ζ弓り宝口

，の●

　新潟博の特別割引の対象者は次

のとおりです。（個人入場の場合）

①r身体障害者手帳」、r療育手

帳」の所持者

②付添人

　「身障第1種障害者」、　「療育

手帳所持者」の添付人（1人）

■個人特別入場料金

金
　
　
　
　
　
暁
　
お
年
玉
賞
品
の
引
き
換
え

斗
円
円
円
円
　
さ

米
㎜
㎝
㎝
㎜
だ
　
　
　
19
日
ま
で
で
す

般
　
，
　
，

一
1
1
　
教
　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の
賞
品
引

金
　
　
持
き
換
え
は
、
七
月
十
九
日
ま
で
で
す
。

附
円
円
円
円
を
　
　
ま
だ
引
き
換
え
を
さ
れ
て
い
な
い
方

弓
5
0
0
0
0
0
5
0
帳
　
　
、

倒
7
5
3
1
手
　
は
お
早
め
に
お
近
く
の
郵
便
局
に
申

糊
　
　
ず
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
人
生
生
児
泌
　
▽
3
等
・
手
紙
セ
ッ
ト
下
3
け
た
0

　
　
　
学
　
田
　
　
0
7
、
6
5
1

　
　
校
中

　
　
　
い
当
▽
4
等
・
切
手
シ
ー
ト
下
2
け
た
3

　
大
高
4
幼
　
※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
6
7
　

9
4

）
●
0
0
0
●
0
0
0
●
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
轟
》
●
O
O
O
O

通
舶
譲
讐
融
　
劇
阯

役
咬
人
一
交
事
と
　
2
0
　
　
防
ル
　
の
　
進

主
し
　
一
ナ
で
通
的
　
　
月
　
　
　
故
へ
　
　
転
　
　
推

が
蝶
鶴
霜
弼
瀧
講
鵬

た
民
交
、
期
と
か
交
利
無
着

な
　

県
い
域
夏
こ
　
日
　
　
の
全
進
ど
放
ト

あ
・
し
地
、
る
2
1
人
安
推
な
追
ル

よ
　
　
は
正
く
い
図
　
月
　
点
老
の
の
悪
の
ベ

ー
　

動
・
広
行
を
　
7
　
重
と
車
用
三
族
ト

路
運
り
・
を
底
。
の
供
輪
着
通
走
一

後
の
よ
け
動
徹
す
日
動
子
ニ
ト
交
暴
シ

越
こ
鄭
塞
惚
醐
薩
①
②
③
④
⑤

▼
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
●
O
O
O
O
O
O
O
●
●
◎
●
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

　
　
　
ボ
チ
中
戦
　

『
バ
を
原
　
月
県
る
り

　
へ
㍑
豫
射
論
Q
腿
霞

　
△
五
バ
ン
市
し
　
と
た
小
は
た
ン
わ
め
と

，
大
鷺
職
腸
厳
れ
鞭
鞭
卦
衝
敏
紋

県
抜
バ
の
に
た
、
し
回
回
ち
ミ
，
市
場
す

　
　
　
ち
と
日
会
し
は
敗
1
2
勝
ド
川
出
場

　
ン
球
勝
）
3
選
ま
ル
惜
、
、
で
バ
魚
に
出

　
ト
　
を
女
月
予
き
一
に
は
り
ー
、
糸
で
に

　
ン
　
会
．
7
ク
て
ボ
戦
ン
破
一
果
に
す
も

　
ミ
、
　
選
男
、
ッ
し
一
回
ト
で
2
結
日
、
と
。

　
ド
予
（
は
ロ
開
レ
ー
ン
ー
に
の
2
1
に
と
た

　
バ
卓
郡
ル
ム
ブ
展
バ
で
ミ
一
表
こ
・
会
球
し

　
　
　
　
一
一
越
を
　
2
ド
2
代
　
2
0
大
卓
ま

特別割引料金 一般料金
大　　人 750円 1，500円

高校生 500円 1，000円

小・中学生 300円 600円

幼　　児 150円 300円
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偵卿皿②

瑠濃腱9魅慮

国鉄信濃川発電所から

　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
水
に
よ
る
事

故
が
多
発
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

千手発電所の概要

　
紐

　
　
　
道

　
　
　
い
㎞

　
　
　
ず
ヨ

　
　
　
励

（
影

緑．．　
　
河
整

　
い
㎞

彗凋御

送電線

　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
河
川
で

の
水
難
事
故
防
止
の
た
め
、
宮
中
取
水

ダ
ム
か
ら
小
千
谷
発
電
所
の
信
濃
川
沿

岸
に
警
報
用
サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー

を
設
置
し
、
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
と
き

に
は
警
報
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
安
全

な
場
所
に
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。
サ
イ

レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
が
聞
こ
え
な
く
て

も
増
水
し
て
き
た
ら
退
避
す
る
よ
う
願

い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
と
き
は
増
水
が
早
い
の

で
十
分
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
台
風
な
ど
に
よ
る
集
中
豪
雨
で
河
川

　
が
増
水
し
、
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
と

　
き
。

▼
発
電
所
の
設
備
が
故
障
し
、
調
整
池

　
　
（
浅
河
原
）
の
余
水
路
か
ら
放
流
す

　
る
と
き
。

グ　　”　！　　　　水路橋
水路ずい道

k15．7km，

水
圧
鉄
管

　
馳

　
o
o

　
o
o

　
5
0

　
所
　
電
　
発
　
手
　
千

放水路

十
日
町

＼　　　　4■り一　一
　宮中
　取水口　　沈砂池

　　　　o　　　水路ず
　　　，　　　　　　7．6

飯山線

　
子
供
た
ち
だ
け
の
川
遊
び
は
非
常
に

危
険
で
す
。
危
険
な
遊
び
を
見
か
け
た

ら
一
声
注
意
し
て
、
子
供
を
水
の
事
故

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

一
i
l
ー
ー
I
l
ー
ー
1
－
1
－
l
I
－
1
！
ー
I
l
－
I
I
－
l
l
I
－
l
I
一

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
び
　
　

一
　
例
年
、
各
地
区
の
祭
礼
な
ど
で
煙
火
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　

一
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
場
合
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
十
日
町
土
木
事
務
所
に
煙
火
消
費
許
可
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
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煙
火
消
費
許
可
申
請
は

　
　
　
　
十
日
前
ま
で
に

一
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
打
ち
上
げ
日
の
直
前
に
な
っ
て
申
請

一
す
る
例
が
あ
り
ま
す
が
、
十
日
前
ま
で

に
申
請
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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I
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i
　
l
　
1
　
ー
　
レ
　
ー
　
F
　
｝
　
E
　
I
　
『
一

有効落差 53m

使用水量 最大250m3／S

認可出力 最大12万kw

水車発電機 3．35万K　V　A×1台、3。1万K　V　A×4台

変　圧　器
3．5万K　V　A×2台、3．1万K　V　A×1台
3．7万K　V　A×2台

取水えん堤 延長330m　　　（高）　16．35m

沈　砂　池 （長）353m　（巾）121m　（深）5．3m

水路ずい道 7．6km　2条

調　整　池 85．0万㎡

連絡水そう （長）132m　（巾）39m　（深）20m

圧力ずい道 1号3．1km　2号3．Okm

調圧水そう （内径）33m　（高）32．5m　　2基

水圧鉄管 （内径）4．8～4．5m　　5条

放　水　路 2km　2条

　－
顎

浮オっ
‘鑑

婁し
甕自の
号ザ・●

携●

幾
go・●●◎

隙τさ、

葱撫嚇

ジ
ョ
ギ
ン
グ
で

　
　
体
の
調
子
は
万
全

　
　
　
中
仙
田

　
　
　
小
林
栄
作
さ
ん

　
一
日
の
仕
事
を
終
え
る
の
が
午
後

十
時
、
小
林
さ
ん
は
そ
れ
か
ら
ジ
ョ

ギ
ン
グ
を
始
め
る
。

　
「
中
仙
田
の
部
落
川
西
を
一
周
す

る
と
一
・
六
キ
ロ
く
ら
い
に
な
り
ま

す
。
私
に
は
ち
ょ
う
ど
よ
い
コ
ー
ス

で
す
。
五
、
六
分
で
走
っ
て
い
ま
す
」

　
小
林
さ
ん
が
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め

た
キ
ッ
カ
ケ
は
、
町
が
昭
和
五
十
三

年
に
町
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
宣
言
を
行
っ

た
と
き
の
こ
と
。

　
「
私
も
何
か
や
ら
ね
ば
、
と
思
い

ま
し
て
ね
エ
。
中
距
離
が
好
き
だ
っ

た
も
の
で
」

　
昭
和
三
十
五
年
の
第
一
回
町
民
運

動
会
の
千
五
百
メ
ー
ト
ル
　
　
　
昼

三
十
歳
以
上
の
部
（
小
林

さ
ん
は
三
十
三
歳
）
に
出

場
し
、
5
分
6
秒
0
で
優

勝
を
し
て
お
い
で
だ
。

　
「
夜
走
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
丸
三
年
く
ら
い

で
す
」

　
カ
レ
ン
ダ
ー
に
走
っ
た

　
時
間
を
記
録
し
て
い
る
。

　
　
　
「
お
と
と
し
は
百
九
十
日
、
去
年

　
は
二
百
日
の
目
標
を
掲
げ
、
達
成
し

　
ま
し
た
」

　
　
二
百
日
と
い
う
こ
と
は
、
三
百
二

　
十
キ
ロ
走
っ
た
こ
と
に
な
る
。
川
西

　
町
か
ら
中
禅
寺
湖
（
栃
木
県
）
ま
で

　
往
復
し
た
距
離
で
あ
る
。

　
　
　
コ
年
に
二
百
日
と
な
る
と
、
冬

　
も
雨
の
日
も
走
っ
て
お
か
な
い
と
達

　
成
で
き
ま
せ
ん
」

　
　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
や
る
前
は
、
自
動

　
車
を
長
時
間
運
転
し
て
い
た
の
で
、

　
腰
が
曲
り
気
味
だ
っ
た
そ
う
だ
。

　
　
　
「
今
で
は
な
ん
の
不
安
も
あ
り
ま

　
せ
ん
。
食
欲
も
安
定
し
ま
し
た
し
、

　
血
圧
も
ち
ょ
う
ど
良
い
で
す
。
便
秘

　
も
し
ま
せ
ん
。
体
の
調
子
は
万
全
で

　
す
」

　
　
運
動
会
で
は
、
五
十
歳
以
上
の
人

　
で
も
全
力
で
走
れ
る
種
目
を
設
け
て

　
ほ
し
い
と
言
わ
れ
る
。

　
　
　
「
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
私
の
性
分
に
合

　
っ
て
い
る
よ
う
で
す
」

　
　
今
年
の
目
標
は
百
五
十
日
、
す
で

　
に
百
日
を
走
っ
て
お
い
で
だ
。

間
は
気
分
が
出
ま
せ
ん
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税
金
、
国
保
料
な
ど
の

　
　
納
入
に
ご
協
力
を

　
八
月
か
ら
、
町
の
指
定
金
融
機
関
等

で
あ
る
県
信
川
西
支
店
、
新
潟
川
西
農

協
、
各
銀
行
の
十
日
町
支
店
が
、
毎
月

第
二
土
曜
日
を
閉
店
休
業
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
役
場
の
会
計
窓
口
の

収
納
や
支
払
い
も
原
則
的
に
は
で
き
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
戸
籍
関
係
の
手

数
料
や
税
務
の
証
明
手
数
料
な
ど
の
よ

う
な
小
額
の
収
納
、
支
払
い
に
つ
い
て

は
今
ま
で
ど
お
り
行
い
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
税
金
、

戦
没
者
の
遺
族
に

　
　
　
特
別
給
付
金
を
支
給

　
戦
没
者
等
の
妻
、
戦
没
者
の
父
母
等

に
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
第
四
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
（
い

　
号
六
十
万
円
）
の
償
還
を
完
了
し
た

戦
没
者
等
の
妻
に
、
新
た
に
十
年
償

還
の
百
二
十
万
円
の
国
庫
債
券
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

真
人
出
張
所
を
廃
止

　
　
　
　
　
〈
東
北
電
力
か
ら
〉

　
真
人
出
張
所
を
八
月
一
日
に
廃
止
し

ま
す
。
橘
地
区
も
こ
れ
か
ら
は
十
日
町

営
業
所
で
直
接
受
け
持
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
。
　
（
a
O
2
5
7
5
1
2
1
3
1

0
7
）

停電の、・
　　わ肇ロうせ

●7月14日　（木）／午前

9時から午後1時まで、，

木落・寺ケ崎．

保
育
料
、
国
保
料
な
ど
の
納
入
に
は
、

な
る
べ
く
第
二
土
曜
日
以
外
に
お
い
で

く
だ
さ
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

金
融
機
関
が

　
　
第
二
土
曜
日
を
休
業

公民館だより

◎
第
七
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
（
い
　
∵
、
鞭
酬
糊
、

　
号
六
十
万
円
）
の
償
還
を
完
了
し
た

　
戦
没
者
の
父
母
等
に
、
新
た
に
五
年

償
還
の
六
＋
万
円
の
国
庫
債
券
が
支
慧

　
給
さ
れ
ま
す
。

雛
無
魏
縫
鰐
舞
嘱
継

簾
瀟
継
携
墨
陰

　
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
社
会
課
へ
。

．．．．一．．．＿．．．．．．』ご……．．．．．．…。幽幽睡

了
う
あ
い
号
日
程
－

　
七
月
十
五
日
（
金
）

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

休
み
中
は
ご
遠
慮
を
）

ろ
　
総
合
セ
ン
タ
ー

7月と8月上旬の社会教育日程

期日 学級講座名 学習時間 会　　　場

7．13仙田婦人学級 午後8：0卜 中仙田集会所
7．18 田中体力つくり学級 午後8：00～ 田中公民館
7．18橘高齢者学級 午後8：00～ 橘　　分　　館

7．19 青年学級（スポーツ） 午後8：00～ 上野小学校
7．20 中仙田高齢者学級 午後1130～ 中仙田公民館

7．21木落婦人学級 午後8：00～ 木落公民館
7．22赤岩高齢者学級 午後2：00～ 赤谷集落センター

7．23 川西町少年野球大会 午後1100～ 庚塚野球場
7．24 〃 午前9：00～ 〃

7．26千手家庭教育学級 午後8：00～ 総合センター

7．26 青年学級（スポーツ） 午後8：00～ 上野小学校
7．28 白倉高齢者学級 午後2：00～ 小白倉集落センター

8．2 千手婦人学級 午後8：00～ 総合センター
8．2 青年学級（スポーツ） 午後8：00～ 上野小学校
8．4 新町婦人学級 午後8：00～ 新町公民館
8．5 青年学級（料理） 午後7：3（ン｝ 総合センター

8．6 木落婦人学級 午後1：00～ 木落公民館
8．6 青年学級・はたちの
講座　キャンブ 一 銀山平キャンブ場

8．7

8．8 白倉婦人学級 午前9：30～ 町　内　一　円

8．9 青年学級（スポーツ） 午後8：00～ 上野小学校
8．10千手高齢者学級 午後2：00～ 総合センター

8．10室島家庭教育学級 午後8：00～ 室島集落センター

8．11 木落高齢者学級 午後2：00～ 木落公民館
8．12三箇高齢者学級 午後1：30～ 三箇憩の家
8．12上野婦人学級 午後8：00～ 上　野　分　館

七
月
は

「
愛
の
血
液
助
け
合
い
月
間
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す

　
　
　
　
旬
　
　
夏
場
は
献
血
が
少
な
く
な
り
ま

　
　
　
　
ア

　
　
　
　
6
　
す
。
こ
の
た
め
、
七
月
を
「
愛
の

　
　
　
　
血
血
液
助
け
合
い
月
間
」
と
し
、
献

じ
蝋
　
・
謙
稿
　
年
に
比
べ
、
い
く
ぶ
ん
少
な
い
よ

勾
　
夏
場
は

ア6
　
す
。
こ
の

血
血
液
助
け

献
血
の
輪
を

の
　
　
、

で
び
カ
け
て

校
　
　
川
西
町

高
年
に
比
べ

西“
　
う
で
す
。

」　
　
　
「
県
民

　
　
で
確
保
す

　
　
ご
協
力
く

　
　
ま
す
。

　
　
◎
ゆ
ろ

　
　
＊
と
き
　
　
『

　
　
　
午
前
土

　
　
　
（
昼
体

　
　
＊
と
こ
ろ

の
血
液
は
県
民
の
献
血

る
」
と
い
う
気
持
ち
で

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

懸蓬難響難一案繭

馨鋸認屡雛難穣議鞍霧繍

　　　鶏灘獺鋸藩
　　　縫欝
灘羅翻穰懸購穂談

霧趨鶏欝鋸灘麹叢

難欝3欝薮叢難縫諜鱗犠
　　　肇欝一轟講灘耀欝
薮難藩隠灘鍵縫諺灘難肇

　　　欝灘蕪馨趨義
　　　鍵欝
篶繍灘難繋後藻磯簿鱒
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直息
善

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
一
般
寄
付
金

※
根
津
昭
一
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
二
百

　
万
円
　
　
（
内
訳
と
し
て
は
、
町
へ
五

　
十
万
円
、
町
議
会
親
和
会
へ
十
万
円
、

　
町
職
員
互
助
会
へ
二
十
万
円
、
町
社

　
会
福
祉
協
議
会
ヘ
ニ
十
万
円
、
社
会

福
祉
法
人
あ
か
ね
会
へ
二
十
万
円
、

町
交
通
安
全
協
会
へ
十
万
円
、
町
体

育
協
会
へ
十
万
円
、
町
教
育
振
興
会

　
へ
十
万
円
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
へ
十
万
円
、
町
観
光
協
会
へ
ト
万
円
、

町
土
地
改
良
区
へ
十
万
円
、
川
西
高

校
後
援
会
へ
二
十
万
円
）

囹
教
育
寄
付
金

※
室
岡
倉
二
さ
ん
（
山
野
田
住
宅
）
か

　
ら
九
万
三
千
円

※
斉
木
政
治
さ
ん
（
木
島
）
か
ら
六
十

　
万
円

※
清
水
倫
六
さ
ん
（
中
央
町
）
か
ら
十

　
万
円

團
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
樋
口
弘
之
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
仙
田
）
か
ら
一
二

万
円

※
田
村
洋
吉
さ
ん

円

（
上
野
）
か
ら
一
二
万

※
星
名
セ
ッ
さ
ん
（
沖
立
）
か
ら
五
万

　
円
※
平
野
良
二
さ
ん
（
中
島
町
）
か
ら
五

　
万
円

り
の
の
　
ニ
コ
ニ
じ
ロ
ド
ニ
こ
き
　
し
じ
　
コ
　
　
ニ
ロ
リ
　
ニ
ロ
ニ
リ
ロ
ロ
ロ
　
じ
　
ロ
ロ
こ
ニ
コ
ニ
ニ
　
ニ
　
ニ
ニ
こ
ニ
こ
ニ
ニ
ニ
コ
こ
こ
こ
ニ
リ
ニ
ニ
ド

…
轡
難
、
、
蕪

皿
馴
四
戯
襲
．
・
〃
硲
騨
鯉

．
．
。
3
＝
＝
ε
．
＝
●
3
；
3
＝
．
；
＝
＝
＝
・
3
＝
；
；
；
＝
＝
＝
二
．
＝
＝
；
＝
＝
；
齢
；
；
＝
；
＝
＝
二
一
；
＝
。
；
㍉

・
永
井
正
雄
さ
ん
（
木
落
）
か
ら
、

ル
ク
抜
き

・
金
子
幸
作
さ
ん
（
岩
瀬
）
か
ら
、

ス
リ
袋

コク

・
千
手
発
電
所
か
ら
、
潜
水
具
一
式
、

消
防
手
押
し
ポ
ン
プ
、
フ
イ
ゴ

・
星
名
四
郎
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、
肥

ゾ
リ
、
ア
ン
コ
、
万
石
、
ッ
ル
ベ
、

　
フ
ル
イ
、
米
ビ
ツ
、
ほ
か
多
数

・
小
林
作
一
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら
、

　
フ
ル
イ
、
鉄
ビ
ン
、
浅
ク
ワ
、
ホ
ラ

貝
、
、
、
・
ノ
、
火
鉢
、
ほ
か
多
数

．
高
橋
友
義
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、
縄

文
式
土
器
、
石
器

．
斉
木
周
作
さ
ん
（
小
脇
）
か
ら
、
日

　
　
　
カ
し

清
戦
争
凱
旋
の
ぼ
り

・
上
村
誠
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、
グ

ミ
縄

．
高
橋
直
司
さ
ん
（
野
口
）
か
ら
、
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ぺ
　
　
が
ま

ラ
グ
ツ
、
高
機
一
式
、
鉄
鍋
、
鉄
釜
、

　
ワ
ラ
ボ
ウ
シ
、
肥
カ
ギ

．
村
越
利
雄
さ
ん
（
野
口
）
か
ら
、
ソ

　
　
　
　
　
く
わ
　
　
　
　
　
　
　
お
け

イ
カ
ゴ
、
鍬
、
鍬
柄
、
肥
桶
、
天
ビ

　
ン
棒
、
俵
締
め
、
一
合
二
升
マ
ス

　
（
酒
用
）

．
小
海
　
博
さ
ん
（
神
社
町
）
か
ら
、

豆
通
し
、
コ
ゴ
メ
通
し
、
フ
ル
イ
、

テ
ゴ
、
浅
鉢
、
蚕
種
板
、
ス
イ
ノ
ウ

．
金
山
良
晃
さ
ん
（
霜
条
）
か
ら
、
ソ

1』さ衡

ll＼器

　　、㌔

　　、　　　、　　　　　一

　
バ
打
ち
台
・
棒

・
茂
野
宗
平
さ
ん
（
高
原
田
）
か
ら
、

　
肥
カ
ゴ

．
南
雲
良
一
さ
ん
（
四
郎
兼
）
か
ら
、

　
　
　
　
お
の

　
磨
製
石
斧
、
打
製
石
斧

　
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日曜営業（輪番制）の

ガソリンスタンド

龍巳石油

新潟川西農協

米岡石油

山松商店

●7月17日

●7月24日

●7月31日

●8月7日
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ξ
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鴨
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一
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三
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一
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一
3
3
…
葡
一
3
｛
｛
一
…
一
…
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三
ド

　
　
　
　
　
仙
田
振
興
開
発
協
議
会
と
川
西
町
交
　
　
出
町
交
婆
全
英
頁
出
会
琶
が
作
っ
た
一

　
　
　
　
通
安
全
協
会
仙
田
支
部
の
主
催
に
よ
る
、
　
．
交
婆
全
丁
シ
ャ
ツ
」
着
用
の
小
林
支
部
長
　
一

七
月
二
日
の
夜
六
時
半
か
ら
仙
田
小
学

校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

仙
田
交
通
安
全
家
族
大
会

回
を
重
ね
て
七
回
目
に

｝
磁
W
聯
繍
織
麟
鰹
灘
講
購
天神ばやしの踊りです

　
川
西
町
交
通
安
全
害
笠
早
を
声

高
ら
か
に
唱
和
し
た
後
、
児
童

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
交
通
事
故
の

体
験
談
や
交
通
安
全
に
つ
い
て

の
提
言
な
ど
、
い
ず
れ
の
作
品

に
も
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
宣
言
で
は
、
　
「
交
通
事

故
は
人
災
で
あ
り
、
家
庭
、
部

落
、
事
業
所
、
み
ん
な
が
力
を

合
わ
せ
て
交
通
安
全
を
考
え
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
三

悪
の
絶
無
を
期
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
決
議
し
て
い
ま
す
。

ゆ1川lll86

　
八
時
ご
ろ
か
ら
待
望
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
に
入
り
ま
し
た
。
出
演
者
そ
れ
ぞ

れ
が
歌
や
踊
り
に
十
八
番
を
披
露
し
、

会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
み
込
ま

れ
、
十
時
近
く
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
沸

　
「
愛
の
一
声
運
動
ー
朝
出
か
け
る

と
き
の
気
を
つ
け
て
と
い
う
言
葉
」
の

輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
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監
レ

」』」』

仕
事
に
向
か
う
と
き

セ
ル
フ
・
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク

（
健
康
自
己
点
検
）

妬．6

　
人
間
に
と
っ
て
最
も
健
康
な
暮
ら

し
方
は
、
一
日
二
十
四
時
間
の
う
ち

八
時
間
の
労
働
、
八
時
間
の
睡
眠
、

八
時
間
の
自
由
な
行
動
の
生
活
設
計

に
あ
り
ま
す
。
時
と
し
て
不
規
則
な

生
活
を
予
期
な
く
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
一
定
の
生
活
リ

ズ
ム
の
中
で
こ
そ
健
康
を

螺
保
っ
て
い
け
る

の
で
す
。

　
労
働
に
向
か

う
た
め
の
出
発
　
　
冥

点
で
あ
る
玄
関

を
出
る
と
き
の

足
ど
り
は
、
た
い
せ
つ
な

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

足
ど
り
を
重
く
感
じ
る
と

き
に
は
、
そ
の
原
因
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
前
日
の
疲
労
を
翌
日
に

持
ち
越
し
て
は
い
ま
せ
ん

か
。
十
分
な
睡
眠
が
と
れ

た
で
し
ょ
う
か
。
大
量
の

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
、
脂
っ

こ
い
食
べ
物
の
摂
取
は
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
年

代
に
合
わ
せ
た
バ
ラ
ン
ス

食
と
な
る
よ
う
心
が
け
る
こ
と
が
、

明
日
の
仕
事
に
向
か
う
た
め
に
役
立

ち
ま
す
。

　
職
場
環
境
や
労
働
の
内
容
に
よ
っ

て
も
複
雑
に
変
化
し
ま
す
が
、
日
中

気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
物
事
を
処
理

す
る
に
は
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に

も
健
康
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

事
故
や
失
敗
を
起
こ
し
た
と
き
は
そ

の
原
因
を
的
確
に
見
つ
け
出
し
、
怠

り
な
く
こ
れ
を
取
り
除
く
努
力
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
職
場
環
境

〃驚澱
　し劣9

逮黍

趣　ヲ

や
労
働
内
容
に
合
わ
せ
て
自
分
に
適

し
た
体
操
を
実
践
し
て
、
気
分
転
換

を
図
る
の
も
よ
い
方
法
で
す
。

　
若
い
人
に
は
若
い
人
の
労
働
が
あ

る
よ
う
に
、
年
を
と
れ
ば
と
っ
た
で

年
齢
に
適
し
た
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

数
多
く
の
貴
重
な
経
験
を
積
み
重
ね

て
い
る
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
生
か

す
こ
と
が
社
会
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
一
日
の
仕
事
を
終
え
て
湯
船
に
つ

か
る
の
は
、
そ
の
日
の
疲
れ
を
な
お

し
明
日
へ
の
意
気
を
養
う
大
事
な
ひ

と
と
き
で
す
。

隅
豪
、
繕
舞

ザ
匂
§
犠
　
葛
§
犠
き

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

藏
品
権
平

佐
藤
吉
之
助

滋藤高佐星富
野巻橋藤名井

囎露舞采

野寺小小伊上野霜
　ケ根　勢
口崎岸脇平野口条
　　　　治

八八八七七七七六
八六二九七七四四

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

羽
鳥
陽
子
　
一
徳
三
女
仁

；、1
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6『

go9

い
填
『

ヤ
3
1
一
一
一
『

客

　
　
し

　
　
・
　
度

、
幻
、

田

小
わ
琶

　
　
　
畔
項

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

ラ
ム
ネ
玉
こ
ろ
こ
ろ
つ
い
て
飲
み
に
く
し

石
楠
の
さ
か
り
の
頃
の
佐
渡
の
旅

滝
落
つ
る
音
も
飛
沫
も
大
い
な
る

橋
高
し
眼
下
の
深
き
谷
青
葉

美
味
か
り
し
覧
の
水
の
新
茶
と
て

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
萩
窓

　
根
津
町
長
ご
逝
去
を
悼
む

山
毛
棒
茂
る
中
の
笑
顔
が
最
後
と
は

心
太
な
み
だ
も
ろ
と
も
畷
り
こ
む

高
橋
彩

保
坂
大
空

滋
野
信
幸

相
崎
佑
梨
子

星
名
悠
葵

正芳幸和猛
　　則久則

二
女
神
社
町

長
男
栄
町

長
男
野
口

長
女
下
平
新
田

二
男
伊
勢
平
治

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
◎

◎
縣
幹
醸

（
◎
◎
蒲
鷺
蟷

（
雛

（
◎
◎
縮

（
◎
◎
縮

星
名
利
文

堀
之
内
裕
子

山
家
実

山
田
の
り
子

茂
野
邦
雄

上
村
ふ
み
子

仁
田

高
柳
町
か
ら

中
仙
田

中
屋
敷
か
ら

上
野

熊
本
県
か
ら

木
落

中
里
村
か
ら

伊
勢
平
治

上
野
か
ら

o、・

、3

’●

横
文
字
の
読
め
ぬ
晩
学
梅
雨
籠
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
寅
生

集
金
や
留
守
の
家
多
き
柿
若
葉

家
跡
の
荒
れ
は
て
し
ま
・
柿
の
花

松
蝉
や
薬
師
献
旬
の
読
み
と
れ
ず

桐
の
花
散
り
て
陸
稲
の
芽
の
揃
ふ

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
上
村
　
ト
ミ

一
面
の
青
田
の
中
を
抜
け
る
道

初
も
ぎ
の
茄
子
も
き
う
り
も
先
ず
仏

池
の
端
の
菖
蒲
の
花
の
真
っ
盛
り

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
　
秀

柿
の
花
踏
ん
で
大
木
を
仰
ぎ
け
り

な
り
年
と
思
わ
る
柿
の
花
こ
ぼ
れ

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

衣
桁
に
は
う
す
も
の
か
か
り
夏
座
敷
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心
配
ご
と
相
談

・
7
月
1
3
日
…
…
：
橘
出
張
所

・
7
月
20
日
…
：
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

・
7
月
27
日
…
：
…
総
合
セ
ン
タ
ー

（
行
政
相
談
も
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
）

・
8
月
3
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

・
8
月
10
日
．
．
．
．
．
．
．
．
橘
出
張
所

ま
だ
若
き
薔
薇
に
生
ふ
棘
青
か
り
し

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

住
む
人
の
な
き
庭
深
く
柿
落
花

衣
更
し
て
供
華
も
ま
た
挿
し
替
え
て

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
チ
ヨ
ノ

老
い
て
尚
若
や
く
心
衣
更

柿
の
花
目
立
た
ず
落
ち
て
雨
の
中

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
旭
昇

田
草
取
土
の
匂
い
や
日
の
盛
り

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
　
左
木
人

陸
稲
蒔
く
豆
は
野
鳩
に
や
ら
れ
し
と

　
投
句
者
が
増
え
句
も
揃
っ
て
き
て
、

俳
句
担
当
と
し
て
大
変
う
れ
し
い
。

　
物
を
見
て
作
る
写
生
と
い
う
こ
と
は

感
じ
た
こ
と
の
具
象
の
表
現
力
で
き
ま

る
。
い
よ
い
よ
深
く
作
旬
さ
れ
た
い
。


